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全国保健所における脳卒中登録・情報システム事業と

その推進要因
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　近年，全国的に取り組まれるようになってきた脳卒中登録事業について，その推進要因を検討

するため，1996年2月，全国895ヵ所の全保健所を対象として，脳卒中登録事業または脳卒中情

報システム事業に対する取り組みに関するアンケート調査を行い，72％の保健所から回答を得

た。回答した保健所のうち75％は，本事業に取り組んでいると回答したが，政令指定都市等では

39％にとどまった。情報収集は退院時や退院後のものが多く，入院時や入院中の情報を集めてい

るところは約2割であった。

　医療機関からの情報が保健所に報告される場合と市町村に報告される場合とで，報告件数に相

違がみられ，前者が有意に多かった。事業内容についても，発症時点での情報収集や病院への訪

問活動，ケース検討会の実施に差がみられた。

　今後，本事業の推進を図る上で，保健所が重要な役割を果たすことが示唆された。
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